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まちの話題

　５月 15 日（金）、入来小学校の 2年生 14
人が、校外学習の一環として、町内の自然
を探検したり、各事業所などを訪問しまし
た。自分たちが暮らしている町には、いろ
いろな職場や自然があり、たくさんの人た
ちが働いていることを実感していました。
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　５月中旬、藤川地区本俣で炭窯の鉢上げ
が行われました。この炭窯は、地元と出身
者で立ち上げた『結いの郷・本俣』が、同集
落の活性化を願い、1カ月半かけて作った
もの。この日、本俣の空に 30年ぶりとなる
炭窯の煙が上がりました。

　５月７日（木）、中津幼稚園で交通安全教
室が行われました。園児たちは、警察官か
ら横断歩道の渡り方などを教わり、交通安
全の大切さを学びました。同教室終了後に
は、「みぎみて、ひだりみて」と言いながら道
路を横断する園児たちの姿が見られました。
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　５月 19日（火）、第 3期女性 50人委員会
が発足。この委員会は女性の声を幅広く市
政に反映させるとともに、女性の人材育成
を目的に設置されたもの。今後、生活環境・
保健福祉・産業経済・教育文化の各分科会
で活動し、提言書の作成に取り組みます。

　５月７日（木）、本年度から市全域で取り
組む小中一貫教育が祁答院地域で始まりま
した。当日は同地域の中期学年（小５･小６･
中１）の子どもたちがテーマごとに縦割りグ
ループを編制。専門家の指導の下、藺牟田
池の調査を行うなど、一緒に学びました。

　5月３日（日）、大馬越地区にある清浦渓
谷で、地区住民約 60人が参加し、清掃ボラ
ンティアが行われました。これは清浦ダム
付近の環境整備事業の一環として、遊歩道
整備の計画策定に向けて行われたもの。実
現へ向け第一歩を踏み出しました。
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　５月 10日（日）、川内川河川敷で川内川水
防演習が開催されました。「愛する地域と家
族を守るため—伝え、つなごう防災意識」を
テーマに防災関係機関・地域住民・ボラン
ティア団体などが参加。土のうやシートを
使った水防工法などを実演しました。
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上甑東郷

　５月 17日（日）、川内文化ホールで春の芸能祭が
開催されました。今回は市制施行５周年を記念し、
本市の創作芸能と伝統的な郷土芸能とが競演。市
内の郷土芸能保存会や文化協会会員らによる芸能
披露に、約 750 人集まった観客からは、惜しみな
い拍手が送られました。
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江会祁答院教室「三味線合奏（鹿児島民謡）」
　　　　　　　　　　　　　　　　　（祁答院）
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�「三味線合奏（みちゆき�ほか）」（東郷）

▲樋脇武士踊り保存会「樋脇武士踊り」（樋脇）
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